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「ひと足お先に」オープニングで一杯

●

早速「たかもりの新酒と食」に満足
高森の春を呼ぶ恒例の新酒とふるさとの味まつり (町観

光協会主催)は今回が12回 目を数え、2月 11日 のオープニ

ングを皮切りに、毎週土曜日の夜なべ暖義 (夜を徹し暖か

な気持ちで語り明かそうと談義を暖義ともじつています。)

に3月 5日の駅前広場でのイベントと盛り沢山で行われて

います。

●  観光協会前広場で行われたオープニングには、ひと月に

及ぶ祭りの成功を記念して150本のキヤンドルヘの点火や

「火まつり」の文字をあしらつた大文字も点灯され、集まつ

た約60名の会員や来賓は新酒とバーベキューでひとあしお

先にまつり気分を味わつていました。

2月 12日 には、7つのベ ンションでそれぞれ趣向を凝ら

した夜なべ暖義が、13日 のお昼は共同での野外ランチパー

ティが観光協会前広場で行われ、宿泊客や飛び込みのお客

ら約100名が新酒と地元の野菜を利用したテールスープ・

肉料理等のもてなしに大喜び。
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3月 3日 はひな祭り。小さなお子さまをお持ちの家庭や保

育園・幼稚園などでは、可愛いひな飾りができたかと思います

が、草村利民さん(大字芹口)にはちよつと変わつたひな飾りが

登場しました。なんとリサイクルひな人形です。顔はマネキ

ンのいらなくなつたものに化粧をし、十二単衣は使い古しの

丸帯でとほとんどがリサイクル品。草村さんはかつらやわら

草履などを作つたりと器用な方で、このひな飾りも実に上手

くできています。このひな飾りを贈られたお孫さんもきつと

大喜びで物を大切にする人に育つことでしよう。

また、子育てサークル「風まるキッズ」の恒例のひな人形作り

が2月 23日に行われ、ちよつと早めのひな祭りを行いました。

1.水と緑と上のにおい、いっばし
2.伝統を重んじ、文

7つのペンション共同の野外ランチパーテイ
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京
都
の
新
聞
で

「高
森
の
食
」
二
題
紹
介

京
都
の
新
間
に
高
森
の
食
に
関
す

る
記
事
が
二
題
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

折
し
も
本
町
で
は

「新
酒
と
ふ
る
さ

と
の
味
ま
つ
り
」
の
開
催
中
で
す
。

ひ
と
つ
は
京
都
新
聞

一
月
十
六
日

号
の
ふ
る
さ
と
グ
ル
メ
に
草
部
か
ら

京
都
に
嫁
が
れ
て
い
る
甲
斐

（旧
姓

青
木
）
和
子
さ
ん
が
、
「
つ
ん
き
り
だ

ご
汁
」
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
夕
刊
読
売
新
間
二
月
十
六

日
号
で
は
、
味
わ
い
探
し
と
題
し
た

コ
ー
ナ
ー
で
高
森
田
楽
が
い
わ
れ
や

鶴
の
子
い
も
の
説
明
、
高
森
の
見
ど

こ
ろ
等
を
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

京
都
と
い
え
ば
京
料
理
で
お
な
じ

み
で
す
が
、
そ
ん
な
京
都
で
わ
ず
か

一
月
の
間
に
「高
森
の
食
」
に
関
す
る

二
つ
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
い
ず

れ
も
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
い
て
、

「自
然
と
食

の
町
」
と

し

て
の
高

森

の
イ
メ

ー
ジ

が

一

段
と
増

し

た
よ

う

で

す
。
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憲
章

3

2000年 3月 5

隆
腱
Ｅ
Ｅ
Ｆ
匡

隆

|

‐

一
●

⌒
争

■― ‐

二購
・〓非

|●■
‐‐

します。

子どもの夢を育て幸せな町にします。
.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

.スボーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-1602熊 本県阿蘇郡高
.C)嘔

戻善 森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。



お知らせのベージ

人 口の動 き

(1月 末日現在 )

世帯数  2,612 (  0)
男    3,782 (- 2)
女   4,090 (- 4)

るだ:  菱支1  7,878 (- 6)

住 所 御 遺 族 続柄 死 亡 者 年令

おり|でにOおくやめ
2000.1月 受付分 敬称略

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉荒牧祝一 鶴林壽典

川部サチ子

〈一般寄付〉姫野金一郎

■広報送料寄付

片山好美 (北九州市若松区)

窪井富義 (長崎県長崎市)

甲斐サエ子 (東京都田無市)

おくやみ
もうしあげます
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赤ちゃん
たんじょう

相馬 良太ちゃん

(上在) 1224生
渡邊 末耶ちゃん

(横珂) 1225生
工藤 広実ちゃん

(水湛) 1.9生
森 辰之介ちゃん

112生

ちゃん

123生

(横町 )

住 占
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すえながく
お幸せに
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真 の 灯
ございました (敬称略 )ありがとう
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（五
百
万
円
以
上
）

■
工
事
名
　
神
原
川
災
害
復
旧
工

事
　
　
□
工
期

　
一
一月
四
日
か
ら

二
月
二
十
四
日
ま

で
　
　
□
金
額

七
百
七
十
四
万
九
千
円
　
　
□
請

負
者

　

（有
）
古
澤
建
設

■
工
事
名
　
祭
場

二
層
細
線
道
路

舗
装
工
事
　
　
□
工
期
　
一
一月
二

十
五
日
か
ら
三
月
ニ
ト
日
ま

で

□
金
額
　
九
百
十
八
万
七
千
五
百

円
　
　
□
請
負
者

（資
）石
原
建
設

■
工
事
名
　
社
倉

・
水
迫
線
道
路

舗
装
工
事

　

・□
工
期
　
一
一月
二

十
五
日
か
ら
三
月
三
十
日
ま

で

□
金
額
　
八
百
七
十
三
万
六
千
円

□
請
負
者

　

（株
）
藤
本
組

●

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉

に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は

次

の
と
お
り
心
配

ご
と
相
談
所
を

開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配

ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

四
月
以
降

の
相
談
は
、
現
在
検

討
中
で
す
。
次
月
号
以
降

に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
二
月
十
七
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
草
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
二
月
ニ
ト
四
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
野
尻
出
張
所

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
五
日

（上
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

今
年
の
無
料
法
律
相
談
　
（予
定
）

五
月
二
十
七
日
、
七
月
二
十
九
日
、
九
月
三

十
日
、
十

一
月
二
十
五
日
　
あ
ら
た
め
て
、

事
前
に
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受
付
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
四
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

枡
錢
阜後記
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心
を
育
て
る
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を
考
え
る

明
る
い
家
庭
づ
く
り
か
ら
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
る
家
庭
内
で
の
対
話
。
的
確
な
し
つ
け
な
ど

家
庭
教
育
の
重
要
性
と
、
集
団
で
の
生
活
、
活
動
な
ど
で
社
会
性
や
協
調
性
が
育
ま
れ
る
社
会

教
育
、
そ
し
て
学
校
教
育
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
が
か
な
え
ら
れ
ま
す

が
、
家
庭
で
の
教
育
を
中
心
に
し
た
幼
児
期
の
教
育
が
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
、
私
た
ち

は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
に
は
町
立
保
育
園
が
五
園

（色
見

・
草
部

・
草
部
北
部

・
野
尻

・
河
原
）
と
社
会
福
祉

法
人
の
高
森
保
育
園
、
学
校
法
人
の
高
森
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。
保
育
園
と
幼
稚
園
は
入
園
の

目
的
や
基
準
に
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
入
園
後
は

「地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
か
ら
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
、
各
園
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
心
の
成
長
を
第

一
に
日
々
活
発
な
幼
児
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●

●
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診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

福
島
譲
二
県
知
事
が
二
月
二
十
五

日
、
急
死
さ
れ
ま
し
た
。
気
さ
く
な

知
事
と
し
て
、
本
町
に
も
幾
度
と
な

く
公
私
と
も
ど
も
お
出
で
い
た
だ
き
、

昨
年
の
国
際
囲
碁
交
流
会
で
は
ベ
ル

ー
の
代
表
と
気
軽
に
対
局
さ
れ
る
な

ど
親

し
み

や
す

い
知
事

で
し
た

。

ま
た
、
福
祉
分
野
に
は
特
に
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
や
さ
し
い
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
本
町
に

も
理
解
を
し
め
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

折
し
も
当
日
は
、
休
暇
村
で
人
に

や
さ
し
い
阿
蘇
の
旅
推
進
介
助
講
習

会
が
、
夜
に
は
高
森
小
で
、
机
や
椅
子

の
音
が
難
聴
児
に
少
し
で
も
耳
障
り

で
な

い
よ
う
に
と
、
寄
付
さ
れ
た
使

用
済
み
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
保
護
者
や

先
生
た
ち
が
、　
一
脚

一
脚
に
取
り
付

け
る
な
ど
、
や
さ
し
い
町
づ
く
り
実

践
中
を
取
材
し
た
日
の
こ
と
で
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
田
浩

３
月
１２
日

３
月

１９
日

３
月
２０
日

３
月
２６
日

４
月
２
日

４
月
９

日

４
月
１６
日

中

村

医
院

Ⅲ
⑦
‐２
３
３
３

立

野
病

院

ＴＥＬ
③
‐０
１
１
１

寺

崎

医
院

Ⅲ
②
‐０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科

Ⅲ
②
‐３
３
５
１

渡

辺
内

科

ＴＥＬ
⑦
‐１
７
７
７

後
藤

医
院

ＴＥＬ
⑦
‐０
０
１
９

立

野
病
院

ＴＥＬ
③
‐０
１
１
１

丼都合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

今度の温泉館休館日 3月 15日 (水)4月 19日 (水)
毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は
開館して、次の日が休館日となります。

(19)

歴壼節

鐙冒
餘辟

―日保育士さん 大奮闘 I

1月 26日 、高森保育園 (社 会福祉法人みどり福祉会)で、

一 日保育者運動が実施 されました。 これは、子 どもたちに園外

の方 との心のふれあいを体験 させ ることを目的 とした もので、

一 日保育士 となった皆 さんは、細かなところにも気を配 りなが

ら、 まさしく童心に返つて子どもたちとの「ふれあい」に真剣

に取 り組んでいただ きました。 また、保育士の大変 さと楽 しさ

を十分にわかつていただけたようです。

子どもたちも、「 ・・・先生」 とす ぐに馴れ親 しみ、歌や紙芝

居、かけっこ、凧上げなど皆 さんひつぱ りだこで した。張 り切

りすぎた先生たちは翌 日はちよつぴ り体が辛かったようです。

r一日保育記念』 色紙から

(1日保育士の 6名の方 )々

◆今のまま明るく素直に育つて

◆いつも元気で伸び伸びと

◆笑顔の輝きいつまでも

◆個性のある人間に |

◆毎日をたのしく大切に

◆童心にいろいろ学びました

♪

均

♪
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町民のニーズにこたえ地方分権を見据えた大幅な機構改革が4月 から実施されます。

課の統廃合、課の分割等、平成 3年に実施されて以来 9年ぶりの大幅改革です。

借
家
契
約
に
新
し
く

「定
期
借

家
家
契
約
」
が
加
わ
り
ま
す

■

「
良
質
な
賃
貸
住
宅
等
の
供
給

の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
、
平
成
十

一
年
十
二
月
十
五
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

■

こ
の
法
律

に
よ

つ
て

「
借
地
借

家
法
」
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十
二

年
三
月

一
日
か
ら
定
期
借
家
契
約

が
締
結
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◇
定
期
借
家
契
約
は
、
期
間
の
満

了
に
よ
り
更
新
さ
れ
ず
、
確
定
的

に
契
約
が
終
了
す
る
も
の
で
す
。

◇
必
ず
契
約
書
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◇
家
主
は
、
契
約
書
と
は
別
書
面

で
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
賃
貸
借
が
終
了
す
る
際
に
は
、

家
主
か
ら
の
通
知
が
必
要
で
す
。

◇
既
に
結
ば
れ
た
、
貸
家
契
約
は
、

従
来
ど
お
り
有
効
で
す
。

◇
三
月

一
日
よ
り
前
に
契
約
し
た

居
住
用
建
物
を
引
き
続
き
賃
貸
借

す
る
場
合
は
、
定
期
借
家
契
約
を

結
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

熊
本
県
土
本
部
住
宅
課

■
０
９
６

（３
８
３
）
１
１
１
１

（内
線
６
２
４
２
）

係

係

政

政

行

財

「道
路
を
ま
も
る
月
間
」

推
進
標
語
を
募
集
し
ま
す

生
活
の
基
本
を
支
え
て
く
れ
る

道
路
。
で
も
と
て
も
身
近
す
ぎ
て
、

そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が

ち
。
こ
の
機
会
に
も
う

一
度
あ
ら

た
め
て
道
路
の
重
要
性
を
み
ん
な

で
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。
八
月
の

「
道
路
を
守
る
月
間
」
に
、
ふ
さ

わ
し
い
標
語
を
考
え
て
応
募
し
ま

―
′）よ
つヽ
。

■
テ
ー

マ
　
道
路
は
国
民
共
有

の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。

（
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ

れ
あ

い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、

安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
）

■
応
募
方
法
　
応
募

ハ
ガ
キ

（役

場
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。
）
、
ま
た

は
官
製

ハ
ガ
キ

一
枚
に
標
語

一
点

と
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
を
記
入
の
上

郵
送
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
は

Ｆ
Ｇ
ミ̈
そ
ヨ
ヨ
・Ｂ
の
∽す
。つ
の
一も
一ヽ”
コ
一のヽ

コ
く
ｏ
∞
ａ
で
す
。

■
応
募
期
間
　
三
月
三
卜

一
日

（金
）
（当
日
必
着
）

■
発
表
方
法

　

「
道
路
を
ま
も
る

月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
入
賞
者
に

は
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
機
関

誌
等
に
掲
載
し
ま
す
。

■
賞
　
最
優
秀
賞
ほ
か
八
点

■
お
問
い
合
わ
せ
は

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

■
０
３

（３
５
８
０
）
４
３
１
１

（内
線
３
５
９
２
）

視
覚
障
害
者
の
歩
こ
う
会
開
催

南
阿
蘇
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

で
は
、
長
陽
村
内
で
歩
こ
う
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
、
「
熊
本
県
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会
連
合
会
」
が
、
毎
年
、

県
内
各
地
で
開
い
て
い
る
も
の
で

す
。
新
し
い
仲
間
と
ふ
れ
あ
う
い

い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
普

段
外
出
す
る
こ
と
の
少
な

い
方
、

思
い
切

っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。　
一
緒
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
当
日
は
昼
食
を
準
備
し

ま
す
の
で
必
ず
事
前
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

■
期
日
及
び
集
合
場
所

四
月
三
十
日

（日
）
午
前
十
時

長
陽
駅
前
広
場

■
参
加
対
象
者
　
県
内
の
視
覚
障

害
者
並
び
に
そ
の
関
係
者

■
コ
ー
ス
　
長
陽
駅
前
～
総
合
福

祉
温
泉
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ナ
ス

■
会
費

　
一
人
千
円

付
き
添
い
も
同
額

■
申
込
締
切四

月
十
四
日

（金
）

■
申
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は

ＴＥＬ
０
９
６
７
６

（７
）
１
７
４
９

碇
　
和
夫
さ
ん
ま
で

財産管理係

交通防災係

電 算 係

企 画 係

商工観光係

地籍調査係

戸籍住民係

国民年金係

同和対策係

福 ネ止 係

保健推進係

介護保険係

条例の制定 ・改廃、職員の人事、給与、福利厚生、選挙、人権擁護員、自衛官募集等に関すること

財政計画、一般・特別会計予算の編成及び執行の調整等に関すること

町有建物 町有林・車両等の町有財産の総括等に関すること

消防団、防災、交通安全対策、交通災害共済制度等に関すること

電算組織の管理 運営、電算処理の総合調整等に関すること

総合計画、消費者行政、統計、広報、交通通信、公害等に関すること

商工業、観光振興、企業誘致、高森温泉館、高森湧水 トンネル公園等に関すること

地籍調査、国土調査法等に関すること

戸籍、住民票、印鑑等の各種証明、埋火葬の許可等に関すること

国民年金等に関すること

地域改善対策、人権啓発推進等に関すること

児童 ・母子・障害福祉、援護法等に関すること

健康づくり、狂犬病予防、一般廃棄物等に関すること

介護保険、介護予防 老人福祉等に関すること

町税の賦課徴収等に関すること

固定資産の調査 評価、同賦課徴収等に関すること

国民健康保険、老人医療等に関すること

農業振興等に関すること

林業振興、治山事業等に関すること

町立小・中学校の学校教育予算、事務局・教育機関の給与、人 lf等 に関すること

学校・社会教育施設の管理、運営整備拡充等に関すること

社会教育・文化財、公民館活動、文化・体育等に関すること

庶 務 係・・・議会等に関すること

監査等に関すること

選挙管理委員会事務局長 (総務課長兼務 )

1震業萎頁会事務肩「|| 農業委員会事務局長 (農林振興課長兼務 )

農業委員会、農業者年金等に関すること

農地―L木係

道路・河川・橋梁、下水道事業等に関すること

町有営造物の建築及び営繕、建築基準法等に関すること

土木・農地及び林務災害復旧、かんがい用水、土地改良事業、農道計画等に関すること

維持管理係・・・水資源の保護、開発、水道使用料の賦課徴収、農業用水、水質検査等に関すること

住 民 係   車部地区の戸籍及び住民基本台帳、印鑑登録及び各種証明、税の徴収等に関すること

住 民 係   野尻地区の戸籍及び住民基本台帳、印鑑登録及び各種証明、税の徴収、朋遊館運営等に関すること

会 計 係 ・ ・現金・有価証券等の出納 ・保管、記録、支払の審査、川品調達基金等に関すること

大韓民国・中華人民共和国への派遣研修 団員募集

町 民 税 係  ・

日定資産税係

国民健康保険係

●   ●

●   ●

一
一一
一一
〓一一

一
一
一
一一
〓

農業振興係

林業振興係

学校教育係

施設管理係

社会教育係

1議重芽務司

係

係

木

築

十

建

ヤングネットワーク ウイング九州2000

国際的視野を広め、郷 11の姿を111し く理解して地域や職場、学校

でリーダーとなる青年を育成するために海外派遣研修を行います。

◆参 加対象 りlt内 に居住する20歳以 1130歳未満の者

(昭和45年 4月 2日 ～昭和55年 4月 1日 生)

◆募集期 間 4月 311(月 )～ 5月 111(月 )

◆個人負担金 73,000円
◆研修期間 8月 1911(L)～ 8月 27日 (||)8油 9日

◆問い合わせ・応募先  熊本県 県民生活総察 青少年係

TEL 096-383-1111(内 線 7409)

移動献 てきます
あなたの善意をお寄せください

少年友好の翼・友好の船 (沖縄) 団

56年 生及び中学生

TEL 2-1111(内 線 1

■とき/3月 28日 (大 )

午前 9時 30分 ～午前11時30分

午後 0時30分～午後 4時

■ところ/林業総合センター

■次の献血予定日 6月 8日 (本 )(成分 )

7月 27日 (本 )(一般 )

‐‐■‐■‐
―

■‐
―

■‐■攣 ‐暉‐黎■‐■
―

‐■‐■ノ

(3) 役場の支払日  3/15(水)3/27(月 )4/5(水)   時間10時から15時まで (18)

夏

の
献

血

9年ぶりl〓大幅I=機構改革
お知 らせのベージ

教
育
長

教
育
委
員
会

収
入
役

町

　
長

助

　

役

■
定
期
借
家
契
約
は
次

の
よ
う
な

も

の
で
す
。
家
を
貸
す
人

・
借
り

る
人
は
、
事
前

に
内
容
を
よ
く
理

解
し
て
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

11垣憂
=,董

置

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

1税 務
‐
課 |
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郡
市
対
抗

二
月
六
日
に
行
わ
れ
た
、
第
二

十
六
回
郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会

に
本
町
か
ら
今
年
も
宇
藤
康
博
さ

ん

（西
丁
）
が
十
区
の
七

・
三
キ
ロ

区
間
を
力
走
し
ま
し
た
。

今
年
も
好
調

の
宇
藤
さ
ん
は
、

一
月
に
行
わ
れ
た
郡
予
選
会
で
三

十
代

の
部
で
優
勝
し
、
こ
の
大
会

の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
若
手
が
多
く
、
補
欠
と

い
う

立
場
で
選
手
た
ち
を
見
守
る
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
大
会
前
日
に
好
調

さ
が
認
め
ら
れ
て
の
二
大
会
連
続

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

宇
藤
さ
ん
は
十
区
を
昨
年
よ
り

約
二
十
秒
も
早
く
区
間
七
位
の
見

事
な
成
績
で
走
り
ま
し
た
。
体
力

の
限
界
を
そ
ろ
そ
ろ
感
じ
る
で
あ

熊
日
駅
伝

さ
ん

（西
丁
）
今
年
も
力
走

針
ツ
カ
ー
で

い
い
汗
か
き
き
せ

会
員
募
集
中

中
田
選
手

や
城
選
手
の

よ
う
に
格
好

良
く
と
は
い

か
な
い
ま
で

―
●
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．●
一
．　

　

．
●
．　
　
　
　
．―

高
森
町
の
職
員
給
与
等
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
あ
ら
ま

し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

職
員
の
定
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
へ
の
権
限
委
譲
等
、
職
務
の
複
雑
多
様
化
し
て
お
り

ま
す
が
、
熊
本
県
の
大
イ
ベ
ン
ト

「く
ま
も
と
未
来
国
体
」
も
無
事
終
了
し
、
国
体
推
進
室
を
　
　
一

閉
鎖
す
る
と
と
も
に
、
事
務
の
簡
素
化

・
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
段
階
的
に
削
減
す
る
年
次
計
　
　
●

画
を
立
て
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
期
末
手
当
の
支
給
率
を
国
家
公
務
員
の
制
度
に
準
じ
０

・
二
月
分
引
き
下
げ
ま
し
た
。
　
　
　
．

■ 人件費の状況 (普通会計決算)

人件費(B)

5,332,1li千 円 i30,806千円 993,405千 円 18.6%

5,187,876千 円 116,015千 円 1,023,891千 円 19.7%

5,455,382EI■ 円 136,996千円 1,038,191千 円 19.0%

5,157,630[F円 i08,431千円 20.3%

注 :人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。 (決算統計より)

実質収支とは、歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源。

■ 職員給与費の状況 (普通会計予算)

年 度 38,847千円 207,418千 円 696,859千 円 6,278千円

注 :1職員手当には、退職手当を含まない。
2給与費は 3月 補正後の予算に計上された額です。

■ 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 (平成11年4月 1日 現在)

45 1歳

40.1歳

国 397歳 47

■ 職員の初任給の状況 (平成11年4月 1日 現在)

188,900円 188,aЮ 円

157,7(Ю 円 151翌二L」
■ 職員の経験年数別平均給料額の状況 (平成11年4月 1日 現在)

346,5∝ )円

注 :経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の

採用後の年数をいう。

●   ●

●   ●

ろ
う
三
十
代
半
ば
、
若
手
に
混
じ

っ
て
の
力
走
は
、

―ＩＴ
■
も
や
れ
ば

で
き
る
と
の
感
動
を
も
あ
た
え
て

く
れ
ま
し
た
ｃ

今
後
も
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

羅ヽ

し
ま
せ
ん
か
？

日
本
と
韓
国
両
国
開
催
の
二
〇

〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
を
よ

り
面
白
く
観
戦
す
る
た
め
に
も
、

私
た
ち
と

一
緒
に
や
り
ま
し
ょ

う
。
毎
週
火
曜
日
午
後
七
時
か
ら

山
村
広
場
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
高
森
町
サ
ツ
カ
ー
協

会
事
務
局
　
電
話
２

・
２
６
８
２

（夜
間
）
緒
方
ま
で
ど
う
ぞ
。

′
ムつ′

い OJ

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　
　
　
一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

ん
か
ｆ

も
。　
―

サ
ツ
カ
ー
で
い
い
汗
流

肥

後

狂

旬

順
風
満
帆
　
少
し
づ
つ
恩
打
ち
忘
れ

男
は
弱
い
　

一
緒
に
逃
げ
て
下
は
ら
ん

荷
の
重
い
　
軽
々
基
地
は
動
か
せ
ん

始
め
て
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
や
め
ら
れ
ん

順
風
満
帆
　
ポ
ス
ト
は
俺
が
為

ェ
あ
る

出
来
と
ら
す
　
叙
勲
な
辞
退
さ
す
て
か
い

男
は
弱
い
　
働
き
蜂
で
終
る
だ
け

順
風
満
帆
　
跡
取
り
も
良
う
が
ま
だ
さ
す

見
た
か
い
た
　
憶
測
で
も
の
言
い
な
す
な

順
風
満
帆
　
ど
て
ら
い
奴
イ
な

つ
と
ら
す

出
来
と
ら
す
　
噂
が
ホ
ー
ム
か
け
め
ぐ
り

出
来
と
ら
す
　
四
十
九
日
の
世
話
や
か
す

順
風
満
帆
　
過
去
は
タ
ブ
ー
の
新
家
庭

出
来
と
ら
す
　
ど
ぎ
や
ん
夜
回
り
さ
し
た
や
ら

睦

月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

小
森
田
大
平
楽

岡
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

佐
藤
　
重
信

松
野
　
笑
声

堀
田
　
蘇
仙

上
井
加
根
女

桐
原
　
自
水

渡
辺
　
雲
海

林
田

　

一
声

馬
原
　
馬
笑

佐
伯
　
文
雄

林
　
　
不
忘

浦
塚
　
南
天

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

岩
下
　
京
子

後
藤
あ
ら
し

僣
Ｆ

旬

園
児
等
の
雪
合
戦
は
泣
き
笑

い

カ
ル
タ
と
り
孫
は
い
ろ

春
寒
に
人
家
を
出
れ
ば

は
を
よ
く
お
ぼ
え

た

か

ね

ば

し

高
嶺
星

春
灯
の

一
っ
灯
り
て
静
の
宮

待
ち
し
春
そ
こ
迄
来
て
は
閉
じ
に
け
り

新
生
児
た
ら
い
の
湯
浴
み
春
隣

そ
れ
ぞ
れ
に
両
手
に
さ
げ
て
植
本
市

思
い
出
を
す
べ
て
集
め
て
針
供
養

病
室
に
も
れ
込
む
明
り
寒
の
星

■ 一般行政職の級別職員数の状況 (平成il年4月 1日 現在 )

注 :高森町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
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お
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ム
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ぼ
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は
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♂

8年度

口

8, 011人

8, 102人

9

1(l年 度

7, 966人

7, 935人

」基一）つ一二
・́

い
ぅち
よ

ヽ

／

・っ
っ・手
た率
デ

ハ

○

へ

ヽ
ノ

ｒ

に

い
ギ
ヽ
　
　
お

・

飾
り
峰

ti

ヽ
つ
‘
μ
て

，
び
り
切
´ヽ

エスヽ

な
／

ヽ

スヽ
っ
ち
ゃ
た

区 分 職員数
A

111人

給 1人当たり給与費
(3/A)給  料 1職 員手 当 1期

末勤勉手当 計 B

450,593千 円

技 能 労 務 職

平均年齢
区  分

職政般

月額 平均年齢平均給与平均給料月

589,730円 42.7歳 453,166円350,516円高森町

342,757F:]

276,475円

329,693円

286,958円322,033円

な
こ
ん
■
あ
Ｔ
Ｉ

め
い
ぐ

，
´
＆

、
え

た

て
ノ
が

国

区   分

高  森

決定初任給
採
過

1乙4∞円
一般行政職

大学卒 163,8CЮ 円

i41,9∞円 141,まЮ円

区   分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

269,100円 331,2CX)円

286,30()円

394,3〔Ю円

219,5(Ю 円

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 言十

標準的な

職務内容

主 事

技 師

保育士

主 事

技 師

保育士

主 事
技 師
保育士

係 長
主 事
技 師
保育士

課長補佐
係 長
主 事
技 師
保育士

課長職
課長補佐
係 長
主 事
技 師
保育士

課長職

1人 90人

総 務
課 長

職 員 数 5人 3人 6人 11人 9人 45人 10人

構 成 比 5.6% 3.3% 6.7% 12.2% 10.0% 50.0,′ 6 11.1% 1.1% 100%

参

考

i年前 5.7% 5.7% 4.6% 17.0% 15.9% 40.9% 9.1% 1.1% 100%

5年前 3.5% 4.7% 22.1% 29.1% 5.8% 33.7% 1.:% 0% i00%

―
ヽ

′ヽ

´
．

一鶉
艤
一

・Ｉ
嵐

んさ博・康一膝
・宇る̈一す‐走力

鏃 搬m腑1響

区分

1,0牛 7,475千 円

歳出総額(A) 実質収支
仁
（
感
ナ
夜
ざ

し

め

熊本県

“

.7歳

´´́ ´́_才
_´
´

/́

決定初任給

高校卒

大学卒

高校卒

▼
▼



勤勉手当

0.6月6月期

:2月 期

3月期

計

級別加算

■ 職員手当の状況

(1)期末・勤勉手当の支給割合

手 当

1.6月

1.65月

計

2.2月

0.6月 2.25月
■ 特別職の報酬等の状況 (平成11年 4月 1日 現在)

0.5月

1.2月 4.95月 793,000円

4.5級 5%  6.7級 10%  8級 15% 596,000円

579,000円

556,000円

数 自 己 都 合 勧 奨・定 年 1.6月

1.65月20 年 2i.00月 分 34.65月 分

33.75月 分 44.55月 分 0.5月

41.25月 分 54.45月 分

62.70月 分

3.75月

47.50月 分

■ 部門別職員の状況と担当課及び係
56.25月 分 62,70月 分

職 員 数

定年前早期退職 :2%～20%加算
担 当 議 及 び 係

2号 給

地
域
や
学
校

・
園

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情

働
プ
・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

　
　

　
　

ハ
）

●

な
の
ひ
ろ
ば

色
見
チ
ー
ム
三
連
覇

オ
ー
プ
ン
参
加
の
部
は
高
森
高
校
陸
上
部

ご
協
力
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
啓
発
に

一
役
買
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大

〈
不
　
結
　
果

優
勝
　
色
　
　
見

二
位
　
草

　

部

三
位
　
圭自
山
製
作
所

オ
ー
プ
ン
参
加
の
部

一
位
　
高
森
高
校
陸
上
部

二
位
　
高
森
陸
上
ク
ラ
ブ

（赤
）

三
位
　
高
森
中
陸
上
部

（長
距
離
）

そ
の
他
の
参
加
チ
ー
ム
紹
介

（
一
チ
ー
ム
十
名
）

高
森
警
察
署
、
高
森
寮
、
下
町
、
高

森
小
剣
道
ク
ラ
ブ
、
高
森
小
サ
ツ
カ

ー
部

（
ニ
チ
ー
ム
）
、
柔
道
、
高
森
小

陸
上
ク
ラ
ブ
Ｊ

ｒ
、
ド
リ
ー
ム
チ
ー

ム
、
高
森
高
校
野
球
部
、
高
森
中
陸

上
部

（短
距
離
）
、
高
森
中
男
子
バ
ス

ケ
ツ
ト
、
高
森
中
ソ
フ
ト
部

・
女
子

バ
ス
ケ
ツ
ト
連
合
、
高
森
中
剣
道
部
、

高
森
陸
上
ク
ラ
ブ

（紫
、
青
チ
ー
ム
）
、

高
森
町
役
場

大根踊 りの応援も登場

▼ ▼ ▼   ▼ ▼ ▼

0.5月
|

3.7二 月_」

給 料 月

317,000円

262,000円

248,000円

238,000円

※額の算定式 (給料額×級別加算率+扶養手当の額)× 支給率

(2)退職手当

(過去4年間平均支給額)

一般行政職 25,228千 1:! 技能労務職 16,693千 円

(3)時間外手当

年 度 年 度 10年 度 1:年度予定

1,738千 円 1,650千円

14,864円44,502円 15,800円

(4)扶養手当

18,848千円 19,487千 円

61人 64人

283,028円 308,754円 304,492円

※手当月額 配偶者i6,000円 第1第 2扶養5,500円

第3扶養以下2,000円  16歳から22歳 まで5,000円加算

(5)住居手当

58人

34,168円

※持 家 1,000円 但し、新築後5年間は21500円

※借 家 月額12,000円 以上の家賃を払つている場合、

最高27,000円 まで支給

(6)通勤手当

8,192二千円

59人

138,847円 110,688円 110,375円

※県職員の基準に準じて支給

(7)管理職手当

※給料額の7%

(5)

議会事務局

総務課・企画課・出張所・収入役室・国体推進室

税務課 (町民税係・固定資産税係)

町民福祉課 佃丁民係・福祉係・保育園)

町民福祉課 (保健衛生係)

農林振興課・税務課 (地 籍調査係)

商工観光課

建設課

水資源対策課

税務課 (国 民健康保険係)

118 118

■ 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

(1)定員適正化目標 (数・率)

①当面は、事務職員の退職者相当の新規職員採用を実施する。

② 5年間で、5人を減員し112人 の職員とする。率にして、4.3%を 減らす。

③平成 19年以降退職予定者が増加するため、採用は計画的に行い職員の

年齢構成に配慮 した採用を行つていく。

(2)定員適正化手法の概要

①行財政改革を伴う機構改革の実施

②介護保険制度導入に伴う職員の配置

③保育園児の減少に伴う保育園運営と保育士の処遇

④学校給食の今後の対処策の検討

⑤職員の年齢構成改造

区 分
11年
計画前年

i2年
1年目

16年
5年 目

12年 ～
16年

=十

数値目標
(参考)

一般行政 職員数 90 87 88 △ 2 88人

特別行政 職員数 20 19 15 △ 5

9 9  1~~~T 2

115 112 △ 5

15人

特別会計 職員数 9人

計 職員数 i17 112人

RKK女 子駅伝 高森から 3チーム参加・大健闘

役職加算i5%
給料月額× 115× 支給率

よ―い ドン 23チ ームが一斉にスタート

二
十

一
回
目
と
な

つ
た
交
通
安

全
宣
言
駅
伝
大
会
は
、
二
月
十
三

日
の
日
曜
日
、
快
晴
の
絶
好
の
駅

伝
日
和
の
中
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

色
見
チ
ー
ム
が
三
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
二
位
に
は
草
部
チ
ー
ム

が
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
寒

い
日
が
続
く
中
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、
健
康
づ

く
り
と
親
睦
で
明
る
く
活
気
に
満

ち
た
高
森
町
に
し
よ
う
と
、
町
体

育
協
会
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

大
会
に
は
町
内
の
駐
在
区
、
職
場
、

学
校
な
ど
か
ら

二
十
三
チ
ー
ム

（
オ
ー
プ

ン
参
加
十
六
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
四
十
五
分
に
高
森
駅

を

ス
タ

ー
ト

、

町
内

を

二
周

、

「
交
通
安
全
」
を
訴
え
な
が
ら
ゴ

ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
沿
道
の

人
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
寄
せ
ら

れ
選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
運
動

の
大
切
さ
を
か
み
じ
め
な
が
ら
、

一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。

会

務

務

生

生

林

工

木

議

総

税

民

衛

農

商

土

「交週1鑢茫躊蜀欲鱚
枠  会

●

優勝した色見チーム

南郷谷整形外科チーム、梅香苑チーム、高森束中学チーム
||| ||||||||||||||||li

2月 11日 、熊本県民総合運動公園で開

催 された第29回 RKK女 子駅伝競走大

会 に本町から4111連 続出場の南郷谷整

形外科医院チーム、初出場のチ ビッコ

レデ イース (梅 香苑)チームが一般の

部 に、中学生の部に高森東中チームが

参加 し、それぞれ大健闘 しました。

この大会は中学生 ・高校4[,一般の3

部門で競われるもので、―‐般は12.2km、

中 ・高生の部は138kmを それぞれ5人で

走 るもの。ジ ヨギ ングブームや近年の

女子マラソン、女子駅伝の活躍などに

より今年は259チーム もの参加があ りま

した。来年は高森からも、も|っ と多く

の参加があるといいですね。
‐
|‐
‐‐

|||‐| ‐

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

初
出
場
の
チ
ビ
ツ
コ
レ
デ
イ
ー

ス
チ
ー
ム
は
、
「来
年
も
参
加

し
ま
す
。」
と
大
張
切
り
。

南郷谷チームは日頃の練習の成果、昨年の95位
から47位 と大躍進。 ■

役 職役 職 料 月 額

町   長 議   長

副 議 長助   役

常任委員長

議   員

期

末

手

当

収 入 役

教 育

12月 期

計

3月期勤続 25年

勤続30年

勤続 35年

その他加算

退職時特昇
9年度 10年度 11年度

2

30

7

22

5

14

2

8

3

29

8

23

5

13

2

7

一般行i:女 90 91 90

教 育 22 21 20 教育委員会・学校 (用 務員、給食従事員、運転手)

普通会計 113 113 111

簡  水

国 保 3

31 41 4

31 21

特別会計 ol ol 7

〔営 言十 117

支給総1額 ||||||||||15,251千
円

1人

年  度 7年 度 10年 度 11年度予定

支給総額 19,812千円

職 員 数 70人

1人平均

年  度 7年 度 10年 度 11年度予定

支給総額 2,047千円

52人

39,365円

2,123千 円  1,981千円

職 員 数 53人

1人平均 40,056円

0 `卵動,農:簸懸
年 度 17年 度 10年 度 11年度予定

支給総額 6,752千円 6,732月■円

職 員 数 61人 61人

平均年額

年  度 7年 度 10年 度 11年度予定

支給総額 4,051千円 4,697千円 4,922二F円

職 員 数 12人 13人 13.5人

平均年額 337,606円 361,376円 364,6i7円

(3)定員適正化計画の年次別進捗状況の概要

高森東中 2年生真丼さん(先頭)

(16)

/́′
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■
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部 門
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・
‐
W}

，　
警
・

噸
―

章 熙

陶

□

6月期

最高限度額

部  門

定員管理におけるモデル数値は89人

||||||||||



英語劇「眠れる森の美
開演のお知らせ

II
螂篠

勃

●

■と き  4月 15日 (土 )

午後 4時間場 午後 4時半開演(予定)

■ところ  高森中学校体育館

姜高森町内の小・中学校から約 70名の子どもたちがAE丁 (英語指導助手)の
ギヤレット先生の指導のもと熱心に練習を積み重ね頑張つています。

子どもたちの努力の成果をぜひ、ご覧下さい。

◆通訳ボランティアとミズラー子ども劇場

の指導者ホームステイ募集

教育委員会では通訳ボランティアとミズ

ラー子ども劇場の指導者のホームステイを

募集しています。

少しでも英語ができ、興味のある方、あ

なたの実力を試してみませんか ?ま た、子

ども英語劇の外国人スタッフをホームステ

イしてみませんか ?

通訳ボランティア期間

春休み期間 : 午後 1時～5時

4月 10日 ～ 14日 :午後 5時～ 9時

ホームステイ期間 4月 9日 ～ 16日

詳しくは教育委員会まで。

mL2-1111(内 線169)

●   ●

●   ●

人 さん

熊本県食品衛生 協会阿蘇支部長の吉良禎人 さん

(横 町)が厚生大臣表彰を受 貢され ました。

占良 さんは昭和 57年 よ り、食晶衛生指導員 と

して永年、巡回指導を通 じ、食品衛生の重要性 を

食品業者や消費者 に情報提供等食品衛生の普及向

上 と指導員の育成にも尽力され ました。 また、‖召

和 62年 から阿蘇郡食品衛生 協会高森支会長、 |ヽ′

成 9年からは阿蘇郡協会長 に就任 され、組織の強

化に貢献 されています。

また、阿蘇南部地 区交通安全 協会長、高森町観光

協会長などもされてお り、各分野でご活躍中です。

大字芹口 (芹口)

芹 国 民 雄 さん

熊本県農業 コンクールにおいて、倉1意 開発部門

の |′墜賞 (九州農政局長 貢)を 芹 国民雄 さん (芹 口)

が受賞 され ました。

芹 ||さ んは根つか らのア イデアマン。今回受賞

対象 になつた花などの出を簡 単に抜 き取ることの

で きるプラグ トレー簡単抜 き取 り器は、これぞち

よつとしたアイデアで非常 に使利。 また、油圧薪

割 り器、
「

作 リミニライスセ ンターなどあげれば

きりがあ りません。 どれ も廃材を主にし、安価で

作成 され ました。農業経営 もこのセンスで健全経

営とか。今後の活躍も期待します。

高森中 吹奏楽部 定期演葵会のお知らせ

■と き  3月 25日 (土 )

午後 2時半開1場 午後 3時開演

■ところ  高森中学校 体育館

一
月
三
十

一
日
、
認
定
農
業
者

女
性
部
会

（甲
斐
さ
だ
子
部
会
長
）

の
研
修
会
が
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
日
の
農

業
を
担
う
認
定
農
業
者
の
奥
さ
ん

た
ち
が
こ
の
メ
ン
バ
ー
。
毎
年
、

先
進
農
家
視
察
や
講
師
を
招

い
て

の
講
習
会
な
ど
活
発
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
主

の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
農
業
の
経
営
管
理

能
力
を
高
め
、
農
業
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
に
と
い
ろ
ん
な
研
修
が
熱
心

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
認
定
農
業
者
の
第

一

回
目
の
更
新
の
時
期

（五
年
ご
と

に
計
画
書
を
作
成
し
て
見
直
す
こ

と
が
必
要
）
で
す
。
こ
の
日
は
、

健
康
の
も
と
は
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
栄

養
士
と

一
緒
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
メ

ニ
ュ
ー
の
料
理
づ
く
り
に
挑

戦
。
そ
の
後
は
認
定
農
業
者
の
更

新
手
続
き
や
農
業
制
度
資
金
な
ど

の
説
明
を
係
か
ら
受
け
て
い
ま
し

た
。

AGRICtJLTURE

高森中学校吹奏楽部の楽しい演奏会を今年も開催

します。みなさまお誘い合わせでご来場ください。

■他の企画    ‐||||
■■■

◇ママさんコーラス「は|な しのぶコーラス」

◇OB、 OG、 保護者との合同演奏

認
定
農
業
者
の
会
女
性
部
研
修
会

農
業
就
業
人
口
の
う
ち
半
数
以
上
は
女
性
で
す
。
女

性
の
農
業
に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
、

女
性
担
い
手
と
し
て
技
術
の
向
上
や
資
質
の
向
上
が
必

要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
、
　
一
　
′

(6)

食品衛生協会表彰 農業コンクール表彰

昨年の公演「白雪 か ら

(15)
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陽躙赳0しあ珀

り3o000ら   もO① =1年でC02(二酸化炭素)を
24.6kg削減

1日 に 20Lお 湯を沸かしたとすると、 1年で約1,460円 の節約に。

(環境庁 「環境家計簿」、 (財 )省エネルギーセ ンター「省エネ家族」 よ り)

ヽ

1、 免許更新受付時間のお知らせ

(免許センター及び高森警察署 )

日
笏 所 曜    日

運転免許センター

(即 日交付)

TEL 096-383-1200

平日 (月 ～金)

及び

日 曜 日

受 付 時 間

8:30～  9:30

13:00～ 14:00

高森警察署

(後 日交付)

平 日

(月 ～金)

9:30～ 11
13:00～ 16

30
30

☆注意

免許センターと高森警察署の受付は上記一覧表のとお りですが、受

付時間が違いますので郵送されてくるハガキをよく確認 してください。

警察署では、土、日、祝日は受付できません。

2、 シートベル ト着用日本一運動第二期 (2/1～ 3/31)が 始まつ

ています。

熊本県下の着用率の [l標 は90%で すが昨年 8月 に実施した第一期

での五か町村の着用率調査結果は ド記のとおりで、日標を達成した町

村はありませんでした。第二期では日標を達成しましよう。

高森町 84.3%、 蘇陽町 84.2%、 白水村 89.7%
久木野村 83.2%、 長陽村 87.5%

高森警察署  TEL 2-0110

沐

丼

*
tヽ

:

■

キ

着用日本―運動
ヽ

トン`リレト

1月 24日
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地球は、二酸化炭素やメタンなどの「温室効果ガス」によつて、人間や動植物にとつて住み良い温度に保た

れています。しかし、近年人間の活動が拡大して石油や石炭の消費が増大し、温室効果ガスが大量に人気中に

放出されています。温室効果が強まつて地球の温度が上昇する地球温暖化という現象が生じています。現状の

まま放置すれば西暦2100年 には平均気温が 2°C、 海画が 5 0cm ll昇 するといわれています。

この地球温暖化は、現在の人類が直面している人間題の一つです。気温の上昇が及ぼす影響は、地球上の生

態系や人間の社会に計り知れない大打撃を与えることが予想されるからです。これを防ぐためには、私たちは

が自ら排出している温室効果ガスを制限していくほかありません。今後は、温暖化防止に果たす住民の役割に

ついて理解を深めるとともに地球環境について、身近な問題として認識し取り組んでいくことが必要です。

今月号か ら毎月「お手軽エ コライフ」 と題 した省エネ度のチェ コーナーを設けますので、是非、ご家庭

でチェック してみて、地球温暖化防止に一人ひ とりが取 り組み

火加減が大事なのは、料理も省エネも同じ。
名コックさんは、大加減名人。

、1′

自水村

久木野村

長陽村

●   ●

●   ●

導
員
を
任
命

※
平
成
十

一
年
十

一
月

一
日
か
ら
走
行
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間

四
月
六
日
～
十
五
日

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◇
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底

携
　
帯
　
電
　
話

「
ピ
ー
、
ピ
ー
」
　

町
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
携
帯

電
話
の
呼
び
出
し
音
。
大
人
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
の
間
で
も
大
流
行
だ
そ
う

で
す
が
、
今
、
こ
の
携
帯
電
話
使
用
中
の
交
通
事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

運
転
中
、
床
に
落
ち
た
携
帯
電
話
を
拾
お
う
と
し
て
前
方
か
ら
目
を
離
し
、

そ
の
間
に
女
性
を
ひ
い
た
例
。
突
然
鳴
り
出
し
た
ベ
ル
に
気
を
と
ら
れ
、
ハ
ン

ド
ル
操
作
を
あ
や
ま
り
追
突
し
た
例
と
、
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は
、
安
全
確
認
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
等
危
険
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
使
用
す
る
と
き
は
停
車
し
て
か
ら
に
し
ま
し
よ
う
ね
。

「
私
は
携
帯
電
話
を
持

っ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
、
他
人
事
の
よ
う
に

お
っ
し
ゃ
る
、
そ
こ
の
彼
女
。
そ
う
ア
ナ
タ
で
す
。

安
全
確
認
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
の
は
携
帯
電
話
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
化
粧
。
通
勤
の
車
の
中
、
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
を
コ
ン
パ
ク
ト
の
鏡
が
わ
り

に
し
て
片
手
運
転
で
眉
、
日
紅
と
、
仕
上
げ
て
い
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

マ
イ
カ
ー
を

『動
く
自
分
の
部
屋
』
と
勘
違
い
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

外
か
ら
は
ま
る
見
え
で
す
よ
。

「
い
る
い
る
、
信
号
待
ち
の
間
に
化
粧
し
て
い
る
女
」
と
う
な
ず
い
て
い
る
、

そ
こ
の
彼
。
そ
う
、
車
の
中
で
い
つ
も
ヒ
ゲ
を
剃

っ
て
い
る
ア
ナ
タ
で
す
。

運
転
中
に
化
粧
を
す
る
の
も
、
ヒ
ゲ
を
剃
る
の
も
、
ど
ち
ら
も
時
間
の
節
約

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
の
時
間
を
惜
し
ん
だ
結
果
、
寿
命
の
節
約

を
も
し
ま
せ
ん
よ
う
に

・
・
・
。

茨
城
県

・
ひ
た
ち
な
か
市

「交
通
教
育
指
導
員
の
日
記
」
か
ら
許
諾
転
載
。

同
市
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
指
導
員
制
度
は
最
先
端
を
い
く
も
の
。
危
険

と
安
全
に
つ
い
て
自
ら
気
付
か
せ
る
指
導
方
針
で
、
「交
通
社
会
人
」
を
育
て
る

具
体
的
か
つ
解
り
や
す
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
市
町
村
の
役
割
で
す
。
本
町
で
も
交
通
教
育
に
つ
い
て

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
十

一
年
度
か
ら
女
性
交
通
指

し
、
教
育
面
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

食
改
と
は
…

食
生
活
改
善
協
議
会
の
こ
と

南
在
の
婦
人
会
と
食
改
主
催
の
　
　
勺

食
事
会
で
お
年
寄
り
大
満
足
　
　
　
＜

一
月
二
十
八
日
、
南
公
民
館
で

食
改
が
研
修
会
で
学
習
し
た
献
立

を
も
と
に
、
老
人
会
を
招
い
て
の

食
事
会
を
婦
人
会
と
合
同
で
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は

麦
ご
飯
と
と
う
も
ろ
こ
し
の
ス
ー

プ
、
鶏
ひ
き
肉
の
小
判
焼
き
、
切

り
干
し
大
根
の
酢
物
。
老
人
ク
ラ

ブ
若
葉
会
の
三
十
八
名
が
続
々
お

昼
頃
に
は
勢
揃
い
。
料
理
を
ぺ
ろ

り
と
平
ら
げ
大
満
足
。
「
こ
ぎ
や

ん
こ
つ
な
ら
、
な
ん
べ
ん
で
ん
じ

て
も
ら
い
た
か
。
」
の
声
が
あ
ち

こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

食
改
や
婦
人
会
で
は
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
続
け
て
お
り
、

高
齢
化
の
進
む
中
、
ま
す
ま
す
の

活
動
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

屹
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保 健 婦 か ら

あなたへの

ち
よ
っ
と
失
礼

う
ん
ち
の
話

た
か
が
う
ん
ち
と
高
を
く
く

っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

今
年
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
雪
が
降

り
寒

い
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
い
か
が
お
す
ご
し
で
し

よ
う
か
？

さ
て
、
今
回
は
便
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
「
便

が
出
て
も
な
ん
か
す

っ
き
り
し
な

い
。
い
つ
も
下
痢
ぎ
み
。
便
秘
で

お
腹
が
は

っ
て
苦
し
い
。
」
な
ど

排
便
に
関
し
て
悩
み
を
持

っ
て
い

た
ば
〓
董
斑
え
モ
痛
０
発
生
注
意
Ｊ

ジ

ヤ

の
皆
様

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

阿
蘇
管
内
で
は
、
近
年
、
「た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
」
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
病
気
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
発
生
し
た

「え
そ
病
」
を
ア
ブ
ラ

虫
が
隣
接
す
る
た
ば
こ
に
伝
搬
し
て
発
病
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
た
ば
こ
の
葉
が
黄
色
く
な

つ
て
怪
死
す
る

も
の
で
、
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
農
家
の
皆
様

に
次
の
点
を
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
子
は
保
菌
し
て
い
な
い
農
協
斡
旋
な
ど
の
種
子
を

使

っ
て
下
さ
い
。

◇
た
ば
こ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
は
、
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
こ

と
が
理
想
で
す
が
、
や
む
を
得
ず
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
ア
ブ
ラ
虫
の

防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
個
人
で
ア
ブ
ラ
虫
の
防
除
が
困
難
な
場
合
は
、
た
ば
こ
耕
作
青
年
部

が

一
斉
防
除
を
行
い
ま
す
の
で
、
近
く
の
た
ば
こ
農
家
ま
で
連
絡
し
て

下
さ
い
。

◇
家
庭
菜
園
程
度
の
栽
培
で
も
被
害
が
で
ま
す
の
で
、
防
除
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
防
除
の
期
間
は
五
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
の

一
ヶ
月
間
に
、
四

日
程
度
行
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は

・
・
・
熊
本
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
阿
蘇
支
所

ＴＥＬ
０
９
６
７
６

（２
）
０
１
７
１
ま
で

健康講座
ま
せ
ん
か
？
お
腹
の
中
は
い
つ
も

す

っ
き
り
し
て
い
ま
す
か
？

便
は
、
大
腸
が
ん
と
密
接
な
関

係
に
あ
り
ま
す
。
日
本
は
世
界
か

ら
み
る
と
大
腸
が
ん
に
か
か
る
人

は
少
な
い
ほ
う
で
す
が
、
近
年
大

腸
が
ん
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
世
界
の
な
か
で
最
も
大
腸
が

ん
の
多

い
地
域
は
欧
米
諸
国

で

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
欧
米
は

肥
満
の
人
も
多
く
、
そ
れ
に
と
も

な

つ
て
心
臓
疾
患
も
多

い
の
で

す
。
だ
い
た
い
の
検
討
は
つ
く
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
で
す
、食
べ

物
が
原
因
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

で
は
、
ど
ん
な
食
べ
物
が
多
い

か
と
い
う
と
、
動
物
性
の
も
の
が

非
常
に
多
い
で
す
ね
。
ま
た
、
そ

の
欧
米
に
比
べ
て
日
本
は
昔
か
ら

野
菜
の
煮
物
、
豆
製
品
な
ど
食
物

繊
維
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
品

を
よ
く
食
べ
ま
す
。
食
物
繊
維
と

は
何
か
ご
存
知
で
し
よ
う
か
？
食

材
に
含
ま
れ
て
い
る
糸
の
よ
う
な

も
の
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
食

物
繊
維
と
は
体
内
で
消
化

・
吸
収

で
き
な
い
も
の
、
い
わ
ゆ
る

「
カ

ス
」
で
す
。
な
ぜ
こ
れ
が
い
い
か
と

い
う
と
、
食
物
繊
維
は
水
分
を
吸

収
し
て
膨
張
し

一
つ
の
塊
に
な

つ

て
腸
内
の
不
要
物
を
ま
き
こ
み
な

が
ら
便
と
し
て
排
出
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
吸

収
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
高
脂
血

症
を
予
防
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、

腸
の
働
き
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る

人

の
便

は

バ
ナ
ナ

の
よ
う
な
便

で
、
排
便
し
た
後
も
す

つ
き
り
し

ま
す
。　
食
物
繊
維
が
少
な

い
と
腸

内
清
掃
が
し
に
く
く
、
腸
の
働
き

を
悪
化
さ
せ
、
発
が
ん
性
物
質
が

蓄
積
さ
れ
ま
す
。
食
物
繊
維

の
少

な

い
動
物
性

の
食
事
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品

・
フ
ア
ー
ス
ト
フ
ー
ド

の
よ
う
に
欧
米
の
食
事
が
増
え
て

き
た
た
め
に
大
腸
が
ん
が
日
本

で

も
増
え

て
き
て
い
る
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
る
人
が
非
常

に
少
な

い
で

す
。
ど
う
も
な

い
か
ら
受
け
る
の

が
検
診
で
あ
り
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療

の
た
め
に
あ
り
ま
す
。
平
成

十

一
年
度
か
ら
が
ん
検
診
が
す

べ

て
無
料

に
な
り
ま
し
た
。
年

一
回

の
検
診
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

あ
な

た

の
食
事

は
ど
う

で
す

か
？
便
は
ど
う
で

す

か

？

検

診

は

受

け

て

い

ま
す
か
？

●   ●

分署 南部分署

阿蘇広域

☆火災のおそれのある「電気冷蔵庫」
火災のおそれのある「電気冷蔵庫」点検 ・部品交換について三洋電機株式会社から報告があ り、その概要を取

りまとめ報告 します。

1、 点検 ・部品交換対象機器名 :  電気冷蔵庫 (三洋電機株式会社製造 )

2、 製造期間 :  平成 10年 3月 16日 ～平成 11年 1月 14日

3、 対象機器型式 ・番号

会 社 名 型   式 製造番号 台数生産

講演会のお知らせ

●   「子どもの心の発達とその関わり方」

熊本 H LI新 聞子育て相談コーナーでおなじ

みの臨床心理 lf浦野エイ ミ先生をお迎えし、

講演会を開催します。様々な子育てのお悩み

にお答えいただけるかと思いますので、ぜひ、

子育て奮闘中の方、気軽にご参加下さい。

期日 3月 16日 (本) 10:00～ 12:00

場所 林業総合センター (役場となり)

講師 国立療養所 菊池病院

臨床心理士 浦野エイミ先生

●
三洋電機

22, 742

4、 点検・部品交換理由

コンプレッサーに取り付けられている始動リレー自体に欠陥があり、発煙、場合によつては、火災になる恐

れがあると判明した。

5、 点検・部品交換の連絡先 : 三洋電機 (株) 冷凍機事業部 フリーダイヤル 0120-813477
電気冷蔵庫 (SR-36Pシ リーズ)の点検・修理等の方法

①点検・部品交換の対象内容 : コンプレッサー用の始動リレーを交換します。

②対策開始日 : 平成 12年 1月 7日 より実施します。

③当該製品使用者及び販売者に対する周知方法 :

販売店の販売実績により販売店から当該製品使用者へ連絡します。

☆ガソリン等の適正な取扱について

平成 12年 1月 4日 (火)5時 39分、静岡県下田市で新聞販売店の従業員が、作業場でガソリンの入つた金

属製容器 (容量 20L)か ら、電動吸い上げポンプでオイルジョッキに小分けした際、ガソリンが床にこぼれ、

付近に置いてあつた石油ス トーブの火が引火 し建物に延焼して、 7人の尊い命が奪われる事故が発生しました。

ガソリンは-40℃ 以下と極めて低いため、灯油等に比べて、常温でも遠方の火気により引火する可能性が極め

(13)
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SR-36P(H)
SR-36P(G)
SR-36PL(H) 風まるキツズ 活動中〃

子育ての悩み 話し合いましよう

10時半からお昼まで

高森町中央公民館 (昭和)

時間・場所が変更になることがあります

おたずねは保健衛生係までどうぞ。

＋
―

雪
ロ

子
育
て
に
頑
張

っ
て
い
る
お
母

さ
ん
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

『
風
ま
る

キ
ツ
ズ
』
は
毎
週
水
曜
日
に
集
ま

っ
て
、
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
や

っ
て

い
ま
す
。
子
育
て
で
奮
闘
し
て
い

る
お
母
さ
ん
、
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
同
じ

悩
み
を
か
か
え
て
い
る
人
も
楽
し

く
や
つ
て
い
ま
す
よ
。
今
回
は
講

師
を
迎
え
、
子
育
て
講
演
会
を
企

画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月

一
口
発
行
し
て
い

る
風
ま
る
キ
ッ
ズ
通
信

（
二
月
で

一
九
号
を
数
え
ま
し
た
。
）
を
読

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
楽
し
い
情
報

が
あ
る
か
も
―

（役
場
保
健
衛
生

係
に
置
い
て
い
ま
す
。
）

子育てサークル

、 ノ

(8)



二
月
二
十
二
日
、
休
暇
村
南
阿

蘇
で
第
五
十
四
回
国
民
体
育
大
会

高
森
町
実
行
委
員
会

（会
長
今
村

博
信
町
長
）
第
五
回
総
会
が
開
催

さ
れ
、
事
業
報
告
や
会
計
報
告
、

ま
た
、
二
月
二
十

一
日
を
も

つ
て

委
員
会
の
解
散
す
る
こ
と
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

く
ま
も
と
未
来
国
体
は
、
県
民

や
参
加
さ
れ
た
選
手

・
役
員

・
応

援
者
等

に
感
動
と
喜
び
を
あ
た

え
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
町
と
久
木
野
村
で
行

わ
れ
た
テ
ニ
ス
競
技
大
会
で
も
、

県
選
手
団
は
成
年
男
女
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
す
る
な
ど
大
健
闘
で
大
会

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
こ
の
国
体
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

（林
成
男
会
長
）
、
町

連
合
婦
人
会

（本
田
美
智
子
会
長
）

等
の
団
体
や
個
人
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

国
体
の
記
録
と
し
て
記
念
写
真

集

（町
内
各
戸
配
布
）
や
ビ
デ
オ

（関
係
団
体
配
布
）
も
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

●

●999 ―プン

みんなの税金 七っともつと身のあ

る書のに使いたいのですが 日■■

至る所に捨てられたごみの山、だれが捨て

たのかわか りませんが、決してよその人ばか

りが捨てたのではありません。「面倒だから」

とか、「汚くても見えないから」とか、そんな

安易な気持ちで捨てられたごみ、これらを回

収するのにどれだけの多くの費用がいるので

しようか ?不法投棄がないのならもつともつ

と身のあるものに使えるのにと思います。

今年度の熊本県緊急地域雇用特別基金事業

(美化清掃事業)で町内の数力所の不法投棄の

ごみを回収しました。今後、不法投棄等は警察

と協力のうえ、厳しい処置がされるようです。

町民一人ひとりが不法投棄の監視人。

みなさん貴重な税金 819万 円の経費をかけて
の大がかりな回収作業 (11年度 4カ 所実施 )

■ |||||||||||:11

熊卒 オント
‐    

´‐ ■ ン阿蘇
高森オ

昨 年 月 に行われた「 くまもと本来 |■ (4ヽ
・テ ス競技10

は
_「 ′ヽ

1

ノヽ7ヽ 」 十,午 さまのおかげをもちまして 大成功裏に終 え

ることが出来、 ス競技への感心は大幅にアツプ したア ー

▲

Ｔ

ロ

ー

ロ

ヨ

ヨ

璽

鸞

菫

一露

―

目

璽

量

嚢

議

護

饉

蓑

奎

橿

題

のではないでしようか ? ‐■

この度、国際テニス連盟公認の国際男子 ア ス大 会が

町民体育館と体暇村南阿蘇テニスコー トで開催され ます

ので皆様の応援をお願いします。入場は無料です。

◆主 催  熊本県テニス協会

◆後 援  高森町、体暇村南阿蘇、熊本県教育委員会、

熊本県観光連盟、熊本県観光振興協議会、

熊本放送、熊本日日新聞

◆期日及び場所

予 選 3月 1 l FI(土 )～ 3月 131→ (月 )

体暇村南阿蘇テニスコー ト

(男 子シングルス64ド ロー )

本 戦 3月 14日 (火 )～ 19日 (日 )

高森町民体育館

(男 子シングルス32ド ロー、ダブルス16ド ロー)

※ ドロー ・・ 参加者、参加組

◆問い合わせ

熊本県テニス協会 IL 096-338-0666(矢 澤、手嶋 )

田丁民イ本育館       TEL09676-2-2911

講演会のお知らせ

「視覚障害者への正しい理解と 点字の体験」

高森高校図書館地域解放 ・手話教室 手話サ

ークル『わ― くわ く高森』では視覚障害者への

理解を深めるため請演会を開催 します。 どうぞ

皆 さん図書館へおいで ください。

点字知つていますか。どのように作るのだろ

うか。点字図書館長 さんのお話 と点字体験を一

緒にしてみ ませんか。

■日時 3月 18日 (上)午 後 1時～ 3時

■場所 高森高校図書館

■講師 熊本県点字図書館 館長 西田洋一 さん

点字図書館とは ?

ボランテイアの方が点訳された本のある図書

館をはじめ、新聞や広報を点訳し印刷する機械

が動いている部屋、書物を点訳するための部屋

などがあります。たくさんのボランティアの

方々が大活躍されています。

爾

晉

―

燿

儘

爾

電

爾

爾

屏

・・

●

町長から感謝状を受ける林老人クラブ連合会長

r

し

,の食生:活ご足りτιlますか ? .倉物繊:維
・

食物繊維は第六の栄養素として、近年注目されている成分です。現

代では食事の欧米化が進み、フアーストフー ドやインスタント食品な

どが普及するにつれ、不足 しがちな栄養成分になつてしまいました。

様々な働きのある食物繊維を、過不足なく毎日の食生活で上手にとり

入れてみましょう。

◎なぜ、食物繊維が必要なの ?

食物繊維の多い食事は、よくかむ必要があります。よくかんで食べ

ることで食物が緩やかに胃に連ばれ、他の栄養成分の消化や吸収の邪

魔をします。その結果、糖や脂質の成分の吸収を遅らせたり、コレス

トロールなどの成分を食物繊維にくつつかせ大腸に運び、便となって

出ています。 (糖尿病や心臓病、高血圧の予防)

◎子どもの時から食物繊維をしつかりとる

食物繊維は大人だけではなく、子どもにとつても重要な成分です。

子どもの時から、しつか り食物繊維の多い食事を続けることによつて

一生の健康が約束されます !

食物繊維チェック表

‐‐
|||||||||||||||||||‐ .                :ll  l

鶏ミンチの〃1撃y焼き (5人分リ

～
手軽びヘルシーな磁 ―品～

1人 分の栄養価

l言;13晏[]拳彗ダ  :;萄』麿II:3●人参蒸しバン

手
話
サ
ー
ク
ル

『
わ
―
く
わ
く

高
森
』
と
高
森
高
校
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
部
が
、
使
用
済
み
カ
ー
ド
回
収

箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
集
め
ら
れ

た
カ
ー
ド
は
、
熊
本
の
障
害
者
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
の
自
立
の
家
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
に
送
り
ま
す
。

自
立
の
家
は
、
重
度
の
障
害
を

持

っ
て
生
活
し
て
い
る
人
た
ち

が
、
「
た

っ
た

一
度
の
大
切
な
人

生
」
、
地
域
の
中
で
た
く
さ
ん
の

仲
間
た
ち
や
大
切
な
人
た
ち
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
仕
事
や
恋
愛
、
そ

し
て
様
々
な
社
会
の
役
割
を
自
分

に
し
か
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

人
生
を
歩
み
た
い
。
そ
ん
な
思
い

か
ら
自
立

の
体
験
を
積
む
な
ど

色
々
な
機
能
を
持

っ
た

「
自
立
の

家
」
の
建
設
を
考
え
、
そ
の
資
金

づ
く
り
に
十
年
計
画
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が
発
足
し
ま
し
た
。

使
用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
回

収
箱
は
高
校
売
店
、
南
郷
谷
整
形

外
科
医
院
、
高
森
寮
、
町
役
場
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
7‐

レ
」
「′」ヽ

′′
力

l

ド
の
回
ll'|

に

●   ●

き
～
む|

｀
約7g

きんぴらこぼう  ごぼうサラダ   五日ひじき  五日ちらし寿司

1,9g 3.6g

グリンピースの

‐
が

｀

し
■カ
レカ

力
を

|

1食でとりたし

^ハ _  食物繊維量は
6.zg

役場に設置された手作りのテ

レホンカード回収箱
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□作 り方

①玉ねぎ、生しいた|すはみじん切りにして、
バターでサッと炒める。②鶏ミンチ、①、お
から溶き卵を加えて混ぜ、塩少々で調味す
る。③小判型に丸めて、サラダ油を熱した
フライバンで両面を焼く。④Aの調味料を
鍋に入れ、人にかけ練りつやを出す。⑤③
の片面に④をぬり、こまをふり出来上がり。



認
定
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

昨
年
十
月
か
ら
介
護
保
険

の

「
要
支
援

・
要
介
護
」
の
認
定
申

請

の
受
付
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
寝
た

き
り
や
痴
果
な
ど
で
介
護
が
必
要

な
方
、
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
方
で
特
定
疾
病
に
該
当
し
介

護
の
必
要
な
方
は
、
介
護
保
険
の

「
要
支
援

・
要
介
護
」
の
認
定
申

請
が
必
要
で
す
。

現
在
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ

ケ
ア
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
人
も
、
申
請
を
し
て
認
定
の

結
果
が

「
要
支
援

・
要
介
護
１
～

５
」
に
該
当
し
な
い
と
四
月

一
日

以
降
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
要
支
援

・
要
介
護
認
定
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で

本
人
ま
た
は
家
族
が
介
護
や
支

援
の
必
要
な
状
態
に
な
つ
た
ら

①
申
請

本
人
ま
た
は
家
族
が
介
護
保
険

係
に
申
請
し
ま
す
。

※
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
介
護
保

険
施
設
な
ど
で
も
申
請
を
頼
め
ま
す
。

②
訪
問
調
査

本
人
の
心
身
の
状
態
を
調
べ
る

た
め
町
の
職
員
な
ど
が
訪
間
に
、

調
査
し
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り
つ

け
の
お
医
者
さ
ん
の
意
見
書
を
書

い
て
も
ら
い
ま
す
。

※
入
浴
な
ど
生
活
動
作
を
中
心
に

八
十
五
項
目
を
調
査
し
調
査
票
を

作
成
し
ま
す
。

③
審
査

（判
定
）

一
次
判
定

・
・
調
査
票
を
全
国
同

じ
基
準
で
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に

よ
り
判
定
し
ま
す
。

二
次
判
定

…

一
次
判
定
と
か
か

り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
の
意
見

童
７

特
記
事
項
を
も
と
に
介
護
認

定
審
査
会
で
審
査
し
、
六
ラ
ン
ク

に
分
け
て
判
定
し
ま
す
。

※
介
護
認
定
審
査
会

・
・
阿
蘇
郡

内
の
保
健

・
医
療

・
福
祉
の
学
識

経
験
者
五
人
に
よ
り
構
成
。

④
認
定

判
定
結
果
に
基
づ
い
て
町
が
認

定
し
、
申
請
し
た
日
か
ら
三
十
日

以
内
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

自
立
と
判
定
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
、
そ
の
場
合
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

【
ペ
ナ
ル
テ
イ
ー

・
そ
の

一
】

二
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
が
な
い
場

合
、
納
付
す
べ
き
税
額
の
十
五
％
の
無

申
告
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

【
ペ
ナ
ル
テ
イ
ー

・
そ
の
二
】

期
限
内
に
申
告
し
た
が
、
正
し
く
な

か
っ
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算
税
又

は
重
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

過
少
申
告
加
算
税
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ミ
ス
に
対
す
る
も
の
で
、
通
常
納
税

す
べ
き
増
加
税
額
の
十
％
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。

さ
ら
に
、
故
意
に
ご
ま
か
し
た
り
隠

し
た
り
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
、
最
も

重
い
重
加
算
税
が
課
さ
ら
れ
ま
す
。
重

加
算
税
の
税
率
は
、
仮
装
、
隠
ぺ
い
に

基
づ
く
増
加
税
額
の
三
十
五
％

（
こ
れ

が
期
限
後
中
告
の
場
合
は
四
十
％
）
も

の
高
率
が
課
さ
れ
ま
す
。

【
ペ
ナ
ル
テ
イ
ー

・
そ
の
三
】

申
告
し
た
け
れ
ど
二
月
十
五
日
ま
で

に
納
税
し
な
い
と

「
延
滞
税
」
も
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
う
つ
か
り
納
税

が
期
限
遅
れ
と
な
ら
な
い
よ
う
に

「
振

替
納
税
」
を
利
用
さ
れ
る
と
、
こ
の
心

配
は
い
り
ま
せ
ん
。
延
滞
税
は
、
納
期

限

（二
月
十
五
日
）
の
翌
日
か
ら
年
十

四

上
ハ
％
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
二
ヶ

月
間
は
、
年

「
七

三
二
％
」
と

「前
年

の
十

一
月
三
十
日
の
公
定
歩
合

十
四
％

の
い
ず
れ
か
低
い
割
合
と
な
り
ま
す
。

申
告
や
納
税
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お

分
か
り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

阿

蘇

税

務

署

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

Ｄ

，

⊂

Ｃ

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
判
定
結
果
に
不
服
が
あ

る
場
合
は
県
の
介
護
保
険
審
査
会

に
中
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

※
要
支
援

（家
事
な
ど
日
常
生
活

に
支
援
が
必
要
な
状
態
）
か
、
要

介
護

（寝
た
き
り
、
痴
果
な
ど
常

に
介
護
を
必
要
な
状
態
）
か
ど
う

か
を
認
定
し
ま
す
。

認
定
は
、
原
則
と
し
て
六
ヶ
月

ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た

ら
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
、

介
護
支
援
専
門
員

（ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
が
家
族
、
本
人
と
相
談

し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画

を
作
成
し
ま
す
。

※
利
用
者
や
家
族
で
作
成
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

一
割
が
利
用
者

負
担

（自
己
負
担
）
で
す
。

詳
し
く
は
　
介
護
保
険
係
ま
で

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
８
）

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
十
二
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
左
記
に
よ
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
縦
覧
期
間
中
に
、
そ
れ

ぞ
れ
お
手
持
ち
の
資
料
と
、
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
の
照
合

・
確
認
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

四
月
三
日
～
四
月
二
十
四
日

（土
曜

・
日
曜
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
　
高
森
町
役
場

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

○
草
部
出
張
所

○
野
尻
出
張
所

■
縦
覧
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

■
そ
の
他

償
却
資
産
課
税
台
帳

に
つ
い
て

は
税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
縦
覧
し

て
下
さ
い
。

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

■
２

・
ｌ
１
１
１
（内
線
１
５
３
）

納
税
組
含
長
会
議
開
催

一
月
二
十

一
日
、
町
内
二
会
場
で

納
税
組
合
長
会
議
を
行

い
ま
し
た
。

各
地
区
の
納
税
組
合
で
は
組
合
長
さ

ん
を
中
心
に
各
町
税
の
納
付
書
の
配

布
に
よ
り
、
税
金
を
と
り
ま
と
め
て

い
た
だ
き
、
役
場

へ
の

一
括
納
入
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
各
税
ご
と
の
納
期
に
よ

り
、
各
組
合
員
の
皆
様
も
納
入
促
進

に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま

す
。

税
務
課

・
町
民
税
係

■
２

・
１
１
１
１
（内
線
１
３
８
）

税

華目

・
　

　

　

　

　

一
●

　

．
―

所
得
磁
一
確
定
申
告
が
―

間
違
っ
て
い
た
こ
せ
僣
？

●
一　

　

　

　

．‐

‐

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
う

っ
か
り

し
て
所
得
の

一
部
が
中
告
漏
れ
と
な

つ

て
い
た
り
、
扶
養
控
除
額
の
計
算
を
誤

つ
た
た
め
に
還
付
が
多
す
ぎ
た
り
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
か
れ
た
場
合
は
、
速

や
か
に

「修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ

自
主
的
に

「
修
正
申
告
」
さ
れ
た
場

合
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
ら

な
い
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
逆
に
、
申
告
税
額
が
多
す
ぎ

て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
た
金
額
が
少

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
「
更
正
の
請
求
」

に
よ

つ
て
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の

「
更
正
の
請
求
」
が
で

き
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
申
告
期
限

（平
成
十

一
年
分
は
平
成
十
二
年
二
月

十
五
日
）
か
ら

一
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た

場
合
は
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
い
て
も
速

や
か
に
確
定
申
告
を
行

っ
て
く
だ
さ

期
限
Ａ
Ｏ
■
し
い
申
告
ｔ

納

‐‐税が
節
税
傘
二

―
●
●

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
三

月
十
五
日
（水
）
と
な

つ
て
い
ま
す
。
こ

の
申
生
甲
納
税
が
遅
れ
ま
す
と
次
の
よ
う

な
ペ
ナ
ル
テ
イ
ー
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

この社会 あなたの務が生きてιlる

歩
‐

「
日
―
●

○

●   ●

／
１

申告の最終期限は3月 15日

●   ●

◆
平
成
十
二
年
度
も
国
民
年
金
保
険
料
は
据
え
置
き
の

一
万
三
千
三
百
円

と
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
は
平
成
六
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
こ
の
年
を
基
準
に

し
て
そ
の
年
の
物
価

・
賃
金
ス
ラ
イ
ド
率
等
を
勘
案
し
て
額
の
決
定
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
承
知
の
と
お
り
景
気
の
低
迷
に
よ
り
物
価

・
賃
金
ス
ラ
イ

ド
の
両
方
と
も
、
昨
年
か
ら
マ
イ
ナ
ス
の
成
長
と
な

つ
て
お
り
、
従
い
ま

し
て
三
年
続
き
の
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

◆
今
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
決
定
さ
れ
た
国
民
年
金
法
改
正

の
十
二
年
度
施
行
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

学
生
に
係
る
免
除
申
請
に
つ
い
て
、
従
来
親
元
世
帯
の
所
得
を
承
認
の

基
準
に
し
て
い
た
も
の
を
学
生
本
人
の
所
得
を
基
準
に
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
期
間
の
保
険
料
追
納
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
と
さ
れ
、
追

納
が
さ
れ
な
い
場
合
は
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間

（カ
ラ
期
間
）
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

学
生
免
除
の
改
正
の
背
景
に
は
、
平
成
三
年
度
か

ら
学
生
を
強
制
適
用
の
対
象
と
し
て
き
た
が
、
大
多

数
の
学
生
に
は
所
得
は
な
く
、
親
元
世
帯
の
負
担
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
担
当ＴＥＬ

２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

国
民
健
康
保
険
証
が
四
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
を
次
の
日
程
で
受
付
し
ま
す
。
現

在
お
持
ち
の
保
険
証
は
４
月
か
ら
は
使
え
ま
せ
ん
。
　

皆
様
、

必
ず
期
間
内
に
更
新
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。
（印
鑑
は
不
要
で
す
。
）

保険証の更新 受付日程問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
…

高
森
町
役
場

・
税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
係

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１

（内
線
１
５
２
）
ま
で

(11) (10)

目保とをス鷹瞬議婦劇殉含ιl

国
民
年
金
だ
よ
り

保
臓
証
更
新

の
お
知
ら
せ

地 区 名 日 日寺 場 所

上 色 見 3月 27日 9日寺～ 11日寺 中原公民館

色    見 3月 27日 i3日寺～ 15日寺 中園公民館

高   森
(村山・上在・天神・上町・旭通)高森郵便局前広場

(旧 高森保育園 )

高   森

3月 29日 9日寺～ 11口寺 JA旧草部北部支所

(横町・下町 昭和 ・森 ・冬野 津留 )

下 町 公 民 館3月 28日 13日寺～ 16口寺

草 音F」ヒ音「

草 部 南 部 3月 29日 13日寺～ 16口寺 草部基幹集落センター

河    原 3月 30日 9日寺～ 10口寺 河原老人憩いの家

尾    下 3月 30日 10時半 ～ 11時半

野尻出張所 (朋遊館)

尾 下 体 育 館

津留・野尻 3月 30日 13日寺～ 16日寺

｀
■

屁釧判が蟄

口寺 19月3 時半


